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聖徒の日 説教 「天と地が結ばれて」要旨 
                           牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2022 年 11 月 6 日  

マタイによる福音書 13：18-23

 聖徒の日を迎えました。皆さまと共に、

今年もこうして永眠者記念礼拝を守ること

が許され、主に心より感謝申し上げます。

特に、ご遺族の皆様を広くお迎えしての礼

拝は、コロナ下にあっては 3年ぶりのこと

でありました。それは、この 3年間、私た

ちは集まることを避けなければならない状

況にあったからです。ただ、その状況は今

も変わりはありません。人が集まり、接触

することには未だに一定のリスクが伴うか

らです。しかし、それにも関わらず、こう

して多くのご遺族が礼拝に集うてくださっ

ている、それは、召された方々への思いの

深さゆえのことでもありますが、それだけ

ではなく、私たちがこうして集められてい

るのは、一人一人が共にある神様の御心の

内に置かれているからです。それは、様々

な不安に満ち溢れているこの世にあって、

神様が神様の平安に与らせようとしてのこ

とです。そして、神様がそれを願うのは、

この平安こそが御許にある方々が日々味わ

い知るものでもあるからです。ですから、

主の御許に置かれている者も、地にある私

たちも、神様からの恵みを分かち合うとい

う点で共々に一つとされている、このこと

を先ず強く心に留め、ご一緒にこの日の御

言葉に聞いて参りたいと思います。 

 そこで、その私たちに与えられている御

言葉がマタイによる福音書 13:18 以下の御

言葉です。冒頭の小見出しでは「『種の蒔

く人』のたとえの説明｣とありますが、そ

の譬えをもって語られていることは、神の

国の奥義、つまりは、その秘密についてで

す。従って、私たちは今、イエス様の口を

通し、この神の国の秘密、奥義を直接聞い

ているわけですが、ただ、私たちにとって

は秘密であっても、イエス様の御許にあっ

ては公然と語られているものでもあるので

す。ですから、そう考えれば、神の国の奥

義とは召された方々にとっては秘められた

ことではなく、普通のこと、日常的な事柄

であるということです。しかし、私たちに

とってはどうでしょうか。特に、愛する

方々との別れを経験し、未だ主の慰めと癒

やしを求める人々にとっては、このイエス

様のお言葉は秘め事であるがゆえにまた、

安穏と聞くのが難しい御言葉であるように

思うのです。なぜなら、22 節でイエス様

が「世の思い煩い」について触れておりま

すように、身を引き裂かんばかりの悲しみ

や苦しみに囚われているということはつま

り、思い煩うなと仰るイエス様のお言葉と

せめぎ合うことにもなるからです。 

 しかし、この「世の思い煩い」は、愛す

る者との別れを経験した方々ばかりが味わ

うものではありません。世に生きるという

ことは、日々、様々な思い煩いの中に置か

れることでもあるからです。私たちの多く

が、この思い煩いから解き放たれ、日々、

喜び、祈り、感謝のうちに過ごしたいと、

そう心から願うのはそのためです。ですか

ら、多くの方々が「いつも喜んでいなさ

い。絶えず祈りなさい。どんなことにも感

謝しなさい」というこのテサロニケの信徒

への手紙一 5:16-18 の御言葉を愛唱聖句と

するのは、この世がそれだけ思い煩いに満

ちあふれているからです。まただから、御

言葉も喜び、祈り、感謝せよ、とそう励ま

すわけですが、それは、こうして御言葉に

聞いている者すべてが、世の終わりを目指

して共に歩みを進める者でもあるからで

す。ですから、喜びと祈りと感謝をもって

日々過ごすことを御言葉が求めるのは、こ

の世の終わりを、私たちが思い煩いの中に

迎えないためでもありますが、この御言葉

に励まされ、この世を歩み通されたのが愛

する兄弟姉妹でもありました。それゆえ、

それらの方々の地上での歩みは私たちにと

っての生きる手本であると言えるのでしょ

う。 

 従って、ご遺族の皆様が今年もこうして

この場へと集められているのは、そのよう

に召された方々を手本とする毎日を過ごさ

れ、それを神様が御心に止められたからで

す。しかし、その一方で、私たちは依然と

して思い煩いの日々を過ごしている、ただ
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し、それは、不思議なことではありませ

ん。私たちだけではなく、召された方々も

世にある時には、私たちと同じように思い

煩いの日々を過ごしておられたからです。

けれども、今は違います。御許にあるから

こそ、思い煩いから解き放たれ、平安のう

ちに過ごすことが許されているのです。永

遠の眠りについているということはそうい

うことだからです。そして、イエス様によ

って同じようにこの永遠の安息へと招かれ

ているのがこの場にある私たちでもあるの

です。 

 

 しかし、安息へと招かれながらも、思い

煩うことの多い私たちは、永遠の安息を覚

えるがゆえにまた、それが理由となって新

たに思い煩うことにもなるのです。それ

は、天を思い、地を思い、私たちの思いは

二つに引き裂かれることになるからです。

そして、この心が分かれるということがま

さに思い煩っている状態そのものを指し示

しているわけですが、それに対してまった

く正反対の状態が先ほどお伝えした喜び、

祈り、感謝するということです。この日の

イエス様のお言葉で言うならば、それが良

い土地に蒔かれた種ということでもありま

すが、そこで、多くの人はこの引き裂かれ

た状況から逃れるためにも、喜び、祈り、

感謝する日々を歩む必要があると、そんな

ふうに考えたりもするわけです。しかし、

先ほども申しましたように、皆さんが手本

とする人々の地上での姿は、日々、思い煩

いの中に置かれるものでもありました。 

 ご遺族の皆様にとって、愛する方々は日

常を共にした方々です。ご遺族だけでな

く、私たち藤沢教会員にとりましても、愛

する方々は、主の日から主の日へと導か

る、この日常を共にした方々です。まただ

から、御言葉もそういう私たちの関係性を

神の家族と呼ぶのです。ただ、その私たち

の日々の暮らしは、思い煩いを抱えながら

の毎日でもありました。ですから、特に近

いところで過ごされた方にとりましては、

そうした日々の暮らしはうまく言葉にでき

ないものでもあるのでしょう。まただか

ら、しっかりせねば、強くならねば、と自

らを叱咤激励したりもするのでしょう。し

かし、しっかりせねばと、強くあらねば

と、こうして御言葉に聞きつつ私たちがそ

う思ってしまうのはどうしてなのでしょう

か。私たちは今、天にある人々と同じよう

にイエス様のみ声を聞くことが許されてい

るのです。私たちを安息へと導こうとして

いるこのイエス様の声、その姿をこうして

見て、聞いているのがイエス様と共に神様

を礼拝する私たちであるのです。ところ

が、それとはまったく正反対のところに置

かれてしまうのはどうしてなのか。それ

は、私たちがそのいずれを選び取らなけれ

ばならないと思い悩んでいるからです。つ

まり、天を取るのか、それともこの世の

様々な事情を取るべきなのかと、その心が

天と地に引き裂かれている状態に置かれて

いる、そして、それが地に生きるというこ

とでもあるのでしょう。ですから、そのよ

うな状態の中から、喜び、祈り、感謝の

日々がもたらされることはありません。そ

れは、御言葉が私たちに語る、喜びも、祈

りも、そして、感謝も、二つに引き裂かれ

ままで与えられることはないからです。与

えられるのは、私たちが神様の御心のうち

に憩うからです。 

 ですから、そこでまた私たちは思うので

す。イエス様がこの譬えをもって仰ること

は、喜び、祈り、感謝の日々を過ごせずに

いる私たちがこの良いものを奪い取られ、

また、根がなく、御言葉に躓き、枯れてし

まい、あるいは、世の思い煩いや誘惑によ

って御言葉から離れ、実を結ぶことすら許

されない、私たちとはそういうものなので

はないか、ということを、私たちはどうし

ても考えてしますのです。しかし、そう思

ってしまうところに私たちの誤解があるよ

うに思います。 

 イエス様がこの譬えを持って私たちに伝

えようとしていることは、私たちが良い土

地になることでもなく、また、そうならな

ければならないということでもありませ

ん。召された方々を私たちが手本とすると

いうことは、こうしてイエス様の声を聞

き、その姿を見つめる私たちはすでに良い

土地に生きているということなのです。こ

の種を蒔く人の譬えは、私たちにそのこと

を気づかせてくれるものなのです。このこ
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とはつまり、私たちと同じように地上に生

き、主の御許にあって永遠の安息に置かれ

ている方々は、良い土地に蒔かれた種であ

り、この良い土地でその生涯を全うされた

方々であったということです。そして、そ

れは、こうしてイエス様の御言葉に聞いて

いる私たちも同じなのです。私たちはこの

良い土地に蒔かれた種であり、これから蒔

かれる種ではないからです。ですから、私

たちが手本とすべきものは、愛する方々と

同じように同じことをしなければならない

ということではありません。同じように既

に良い土地に自分は生きている、私たちの

この命は既に良い土地に蒔かれたものであ

る、手本にするということはつまり、ご両

親より命を受け継いだご遺族の皆様にとっ

ても、こうしてイエス様の御言葉に聞いて

いる私たち藤沢教会員にとっても、同じ一

つの命に生き、同じように永遠の安息へと

すでに招かれているという、愛する方々と

同じように神様の祝福の中に自らの姿を見

出し、そして、それを続けていくことなの

です。 

 

 ところが、その私たちがどうしても思い

煩い、心が引き裂かれ、あたふたとしてし

まう。それは、繰り返しになりますが、そ

れは、私たちがどうしても天と地の両方を

一度に見つめてしまうからです。そのた

め、私たちはこの思い煩いを自分の力で何

とかしようとするのですが、ただ、目を皿

のようにしてその両方を見つめ、何とかし

ようとする私たちのことを、イエス様はそ

れを理由に全否定するわけではありませ

ん。イエス様が御言葉を聞いて悟る者は御

国において 100 倍、60 倍、30 倍の実を結

ぶと仰るように、神様からの十分な恵みを

約束されているのがこうして御言葉に聞い

ている私たちだからです。しかし、そこに

は確かな違いがあるのです。そして、その

違いは受け取る恵みの価値の違いではあり

ません。100 倍も 30 倍も神様の恵みとい

う点においては同じことだからです。た

だ、100 倍、30 倍と言われると、地に生き

る私たちはそれを価値の違いとどうしても

判断してしまうわけです。しかし、良い土

地から得られるものは、それがリンゴであ

ったり、お芋であったり、お米であったり

と、実に多種多様なものでもあるのです。

むしろ、命を根源的に支えるという点で

は、小ささの中にこそ、その価値は際立つ

ものでもあり、その収穫量によってその価

値が損なわれるものではないのです。 

 ですから、良い土地に生きる私たちには

このように収穫が保証されているわけです

から、この良い土地を荒らすような真似だ

けは慎まなければなりません。あのアダム

とエバも、楽園にいる時には額に汗して地

を耕す毎日を過ごしていたように、神様の

祝福の中に自らの姿を見出すということ

は、そのように自らの役割を一人一人が担

うということだからです。ただし、この自

らの役割を担うということは、十字架の上

のイエス様がその時その傍らで十字架につ

く犯罪人に向かって「あなたは今日私と一

緒に楽園にいる」と仰ったように、自らの

十字架を担うということでもあるのです。

従って、喜び、祈り、感謝する日々は、神

様が与えられた役割、自らの十字架を担う

ところでしか生じることはありません。そ

して、この十字架を担うということは、イ

エス様が十字架につかれる前に弟子たちに

向かって、繰り返し、繰り返し、「互いに

愛し合いなさい」と仰ったように、私たち

一人一人が互いに愛し合いながら過ごすこ

とでもあるのです。それは、良い土地に蒔

かれた種が実を結ぶためには、互いに愛し

合うという、この養分こそが欠かせないも

のだからです。 

 ただ、この互いに愛し合うことの大切さ

は、それが大切なことであることは私たち

にも十分すぎるほど分かってはいることで

す。しかし、愛そうとして愛せない、愛し

たくても愛せない、それが思い煩うことの

多い私たちでもあるのです。そして、私た

ちが天と地との両方を見つめ、身が引き裂

かれる思いをするのはそのためでもありま

すが、まただから、その困難さゆえに私た

ちは愛を手放そうとしてしまうのです。け

れども、その時にこそ、私たちは知らされ

るのです。それは、天にあっても地にあっ

ても、こうして御言葉に聞いている私たち

と、神様の独り子であられるイエス様が共

にいてくださっている、互いに愛し合うこ
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とができず思い煩いの毎日を過ごす私たち

がこうして御言葉の前に立つ時、そのこと

を私たちは知ることになるのです。そし

て、それが今、この場所で実現しているこ

とでもあるのです。 

 

 では、私たちにとって今この場所はいか

なる者に見えるのか。この共にあるイエス

様ゆえにまた、もしかしたら、私たちの目

には、愛が覚め、愛を見失ったこの地上の

姿は不毛な、収穫などまったく見込めない

と、そう見えることがあるのかもしれませ

ん。そして、それが十字架の持っている一

側面でもあるのですが、ですから、そこは

到底楽園などとは思えないところでもある

のでしょう。けれども、その場所にじっと

して、そこから一ミリたりとも決して動こ

うとされないのが私たちのイエス様でもあ

るのです。ですから、このイエス様を知る

には、今ここにあるイエス様という神様の

愛に、自らの十字架を担いつつ、私たちの

目を、耳を、その五感のすべてを向けて、

その方の声、その姿を感じ取る必要がある

のです。なぜなら、その時、このイエス様

が私たちと共にあり、そのイエス様の御言

葉に聞くことで、天と地がイエス様にあっ

て結ばれていることを私たちは必ず知るこ

とになるからです。ですから、それは、あ

っちなのか、こっちなのか、ということで

はありません。今、ここに、ということで

あり、喜び、祈り、感謝の日々は、今ここ

にあるイエス様を見つめる中から始まって

いくものなのです。 

 従って、そういう意味で、天と地との両

方を見つめる中で生じるその思い煩いは、

私たちをイエス様の前に立たしめるための

原動力だとも言えるのでしょう。ですか

ら、そう考えるなら、思い煩いを無下に否

定する必要はありません。大切なことは、

私たちが思い煩うか煩わないかということ

ではなく、その時、私たちがどこに立たさ

れているのかということだからです。そし

て、それがイエス様というお方の御前であ

り、そして、そのことに気づかされるの

が、私たちが嘆き、悲しみ、時に怒り哮る

その時でもあるからです。そして、このこ

とは、私たちにとってまったく未経験なこ

とではありません。愛する者を天へとお送

りしたその時、悲しみの中で私たちは、イ

エス･キリスト、この方が共にいますこと

をはっきりと経験させられたからです。 

 ですから、それについては早く気がつく

に越したことはありませんが、早い遅いに

拘る必要もありません。ある人にとって、

そのことへの気づきが与えられるのは死の

間際であるかも知れませんが、大事なこと

は、イエス様が今、ここに共にあると言わ

れていることが私たちが気づく気づかない

以前に、こうして御言葉に聞いている私た

ちには、今この時実現しているということ

なのです。だから、私たちはいたずらに恐

れたり、悲しんだりする必要はありませ

ん。必ずいずれ気がつかされるものであ

り、そのためにイエス様の御許にあって祈

り続けておられるのが私たちの愛する方々

でもあるのです。ですから、私たちがどん

なに思い煩うことがあったとしても心配に

は及びません。子どものように朝を迎え、

その日 1日をまるで何事もなかったように

始めることができるのが私たちであるから

です。まただから、イエス様も子どものよ

うに、幼子のようにと仰るのです。こうし

て今ここにイエス様が共にいますことを知

ったものは、だから、子どものように喜

び、祈り、感謝する日々を、無理に言葉に

せずとも、そういう日々を歩み、やがて御

国へと導かれることになるのです。 

 それゆえ、この日、私たちに知らされて

いることは、天と地とが分かたれているこ

とではありません。イエス様ゆえに天と地

とが一つとされ、私たちはすでに御国に生

きているということであり、この恵みを恵

みとしてもう一度しっかりと受け止め、愛

する人々との再会を喜び、祈り、感謝しつ

つ待ち望むなら、私たちは、今ここで、互

いに愛をもって、それも愛せる者とだけで

なく、愛せない者とも、共にあるイエス様

を見つめながら日々過ごすことが許されて

いるのです。祈りましょう。 
 

 


